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「小渋川のイワナ」のまめ知識

大鹿村の大池地区（標高1500ｍ）に「ヒマラヤの青いケシ」と
呼ばれるメコノプシスが５月の終わり頃から６月下旬までヒマラ
ヤンブル－を楽しませてくれます。大鹿で咲く品種は、メコノプ
シス・グランディスとメコノプシス・ベトニキフォリアで原産地
はヒマラヤで短期間しか咲きません。気温が２５度を超えず、適
度な雨などの条件から「幻の花」とも呼ばれます
今年は、５月の気温が低い日が続いた為、例年より１５日ほど満
開の時期が遅れたそうです。

満開の花をたのしむ親子

イワナが小魚を食べると言うことは
知っていても実際に目で見るのはな
かなか無い事です。昆虫や小魚を食
べ、時にはヘビなども食べるそうで
す。在来鱒（日本産）の代表です。
かつては、多く生息していたのでは
ないでしょうか。

イワナのまめ知識（２）

イワナの種類として、エゾイワ
ナ、ニッコウイワナ、ヤマトイワ
ナ、などがいます。イワナの仲間
は分類が難しいそうです。

イワナのまめ知識（１）
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ここ小渋川のイワナは、三
六災害までは、ヤマトイワ
ナが数多く生息していまし
た。三六災害後ヤマトイワ
ナを放流しましたが、育ち
が悪いため現在は、ニッコ
ウイワナを放流しているの
で、ニッコウイワナが数多
く生息しています。

現場で見つけた天然イワナ
（ヤマトイワナ）

現場で見つけた花
（大和なでしこ）
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平成１６年度　天竜川水系大河原沢戸護岸工事
【
連
絡
先
】

現場事務所　　 ０２６５－３９－２１７１

本　　　 社　　０２６５－５９－２１３１

株式会社 現場代理人　信末悟志

沢戸護岸工事の現場は、小渋川の沢戸地先と小渋川の上流釜沢地
先の（上沢）の２ヶ所で施工しています。沢戸地先では、護岸を
保護する為のブロック張工を、また釜沢地先では、河床を保護す
る為のブロックの設置を行っています。工事においてお気付きの
点がございましたら、ご連絡をお願いします。

カリス

！！

６月１３日に行われた大河原砂防
現場見学会で、大鹿小学校近くの
小渋川堤防に、桜の苗木を植樹し
ました。植樹した桜の苗木に子供
たちは願いをこめて、毎朝かかさ
ず水をあたえています。

株式会社カリスがおくる

至赤石岳


